
 

 

 

様式６ 
 
 

入札監視委員会定例会議議事概要（工事等） 
 

 開催日及び場所  令和５年１０月５日(木) 本部事務機構本館第一会議室 

 

 委     員 

委員長  山浦正井（社会福祉法人仙台市社会福祉協議会会長） 

委 員  笹村恵司（弁護士） 

委 員  手島貴弘（公認会計士・税理士） 

 審議対象期間  令和４年４月１日～令和５年３月３１日 

抽出案件（合計）     ７件/１２１件   （備考） 

今回の審議対象期間においては、再

苦情の申立ての審議は無し。 

 

「建設工事及び設計・コンサルティ

ング業務における抽出案件の審議」に

ついては、抽出案件に係る発注担当者

が回答した。 

 工事（小計） ３件/９４件  

 一 般 競 争 

（政府調達協定対象工事） 

    １件/ ３件  

一 般 競 争 

（政府調達協定対象工事を除く） 

    １件/４４件  

 

通 常 指 名 競 争     ０件/ ０件  

随 意 契 約     １件/４７件  

設計・コンサルティング業務

（小計） 

４件/２７件  

 

簡易公募型プロポー 

ザル方式（拡大）  

      １件/ ８件 

一 般 競 争 入 札         １件/ ７件 

随 意 契 約 方 式         ２件/１２件 

  

委員からの意見・質問、 

それに対する回答等 

意見・質問 回   答 

別紙のとおり 別紙のとおり 

 

  委員会による意見の具申 

  又は勧告の内容 

 

特になし 
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                                   別 紙 

 

質 問 

 

回 答 

 

１．審議対象工事及び業務の抽出に

ついて 

（担当委員より説明） 

 

・特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．建設工事及び設計・コンサルテ

ィング業務における抽出案件の

審議 

 

（１）一般競争契約入札方式（政府

調達に関する協定適用対象工事） 

 

【（青葉山３）放射光研究拠点施設

新営工事】 

 

・工事の難易度含め、契約及び工事

の概要を説明願いたい。また、契約

から履行期限までの期間、入札者名

と入札額の一覧についても説明願い

たい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本工事は、青葉山３団地において放射光研究拠点施設（ＲＣ造

（免震構造）、地上４階建、延床面積約 4,000㎡）の新営工事を行

うものである。工事の難易度は特殊な工事内容は無く、一般的な

新営工事である。 
 

・入札者名と入札額の一覧 

入札者名 

評価点 
 

 

（Ａ） 

第１回 

入札価格
（円） 

（Ｂ） 

第２回 

入札価格
（円） 

（Ｃ） 

評価値 
 

（Ａ／Ｃ

×１億） 

見積価格 

 

（円） 

結果 

三井住友建

設㈱ 

131.833 970,000 

,000 

955,000 

,000 

13.8045 945,000 

,000 

落札 

東急建設㈱ 
135.167 1,125,000

,000 

辞退    

大豊建設㈱ 
124.666 1,043,000

,000 

辞退    

佐藤工業㈱ 
129.167 1,090,000

,000 

辞退    

㈱橋本店 
129.333 1,100,000

,000 

辞退    

共立建設㈱ 
117.834 1,060,000

,000 

辞退    

飛島建設㈱ 
134.000 1,225,000

,000 

辞退    

㈱冨士工 
126.667 1,173,000

,000 

辞退    

㈱錢高組 
135.667 辞退     

 

・予定価格（入札書比較価格） 946,000,000 円 

・調査基準価格        867,803,042円 

・基準評価値（×1億）    10.5708 



 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

・不落となった理由として考えられ

る事項について説明願いたい。 

 

 

・積算基準について、インフレ局面

の場合、何か調整がはいる仕組みが

あるのか。それとも前年度実績や過

去の係数等に基づいて積算されるの

か教えていただきたい。 

 

 

・入札２回目で７者辞退している理

由を説明願いたい。 

 

 

 

 

 

（２）一般競争方式（政府調達協定

適用対象工事を除く） 

 

【（青葉山１）情報科学研究科研究

実験棟外壁改修工事】 

 

・工事の難易度含め、契約及び工事

の概要を説明願いたい。また、契約

から履行期限までの期間、入札者名

と入札額の一覧についても説明願い

たい。 

 

 

 

 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１者入札となった理由として考え

られる事項について説明願いたい。 

・落札率           99.89％ 

 

三井住友建設㈱に決定 

 

契約月日：令和４年６月２３日 

履行期限：令和６年１月３１日 

 

・建築資材等の急激な物価高騰等により、金額が合わなかったと

考えられる。 

 

 

・積算に関しては、最新の刊行物単価や見積を利用している。ま

た契約後に急激な物価高騰があった際は、スライド請求という制

度があり、業者と協議の結果、物価高が認められれば変更契約を

行っている。 

 

 

 

・電子入札システム上で、１回目の最低入札金額が全者に通知さ

れており、２回目は通知された金額より安価な金額で入札する

か、辞退するかの選択となるため、金額をみて、これ以上金額を

下げるのは難しいと考え、辞退したと推測される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本工事は、青葉山１団地において情報科学研究科研究実験棟

（ＳＲＣ造、地上８階建、延床面積約 8,271 ㎡）の外壁改修工事

を行うものである。工事の難易度は、特殊な工事内容は無く一般

的な改修工事である。 

 

 

 

入札者名 第１回（円） 第２回（円） 結果 

㈱木元装建 13,900,000 13,650,000 落札 

 

・予定価格（入札書比較価格） 13,690,000 円 

・調査基準価格                 0円 

・落札率           99.71％ 

 

㈱木元装建に決定 

 

契約月日：令和５年３月３１日 

履行期限：令和５年５月３１日 

 

・年度末に公告した案件であり、配置予定技術者が確保できなか

ったと考えられる。 
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・年度末なので配置予定技術者の確

保が難しかったとのことだが、工事

は４月に入ってから行うと思う。４

月に入っても人員の確保は難しいも

のなのか。 

 

 

・配置予定技術者は何名必要なの

か。 

 

 

・本工事は、なぜ年度末に公告する

こととなったのか。 

 

 

 

（３）随意契約方式 

 

【（金研）２号館Ｂ１４号室電顕室

改修工事】 

 

・契約及び工事の概要を説明願いた

い。また、契約から履行期限までの

期間についても説明願いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

・見積徴収業者選定基準及び２者か

らのみの徴収とした理由を説明願い

たい。 

 

 

 

・年度末は、業者の繁忙期であり人員確保が難しいと推測され

る。また、半導体不足等の影響で、３月までに終わる予定の建設

工事が４月以降も延長になっていることもあり、建築一式工事に

ついても技術者の確保が難しかったと推測される。 

 

 

 

・配置予定技術者は、主任技術者１名が必要である。 

 

 

 

・同じ建物で屋上防水改修工事を施工していたが、工事中に外壁

にも漏水があることが判明し、至急対応が必要になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・所外から電子顕微鏡を移設するにあたり、温度変動や気流、騒

音などの室内環境を安定させて電子顕微鏡の性能を発揮させるた

めのスペースを２号館地階Ｂ１４号室に確保するための工事であ

る。工事内容はＢ１４号室内に不燃断熱パネル（延べ面積 22㎡、

H=3，600）による電子顕微鏡室（扉仕様：防音扉、グレモン錠、

エアタイト）を新設の上、壁・天井に吸音材の貼付、床面にタイ

ルカーペットを設置するものである。 

 

 

 

見積者名 第１回（円） 第２回（円） 

アクトス建設(株) 4,530,000 4,460,000 

(株)テクノセンダイ 4,800,000 辞退 

(株)ウェスト工房 辞退  

新興土建(株) 辞退  

(株)佐元工務店 辞退  

 

・予定価格（見積書比較価格） 4,504,000円 

 

アクトス建設㈱に決定 

 

契約月日：令和５年１月２４日 

履行期限：令和５年３月１５日 

 

 

・文部科学省における令和３・４年度の建築一式工事の一般競争

資格の認定を受けており、過去に本所の見積合わせ等に参加し、

工事実績のある業者を選定した。５者に見積依頼を行ったが、３

者から年度末の繁忙期で作業員手配が困難なため辞退するとの申

し出があり、２者での見積合わせとなった。 
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・年度末に工事が必要であった理由

についてご説明願いたい。 

 

 

・５者の選定は、大学全体で工事実

績がある業者から選んでいるのか、

それとも金属材料研究所内での実績

だけなのか教えていただきたい。 

 

 

 

（４）簡易公募型プロポーザル方式

（拡大） 

 

【（片平）実験研究棟（低乱風洞実

験棟）改修設計業務】 

 

・設計の難易度含め、契約及び設計

の概要を説明願いたい。また、契約

から履行期限までの期間、プロポー

ザル評価状況についても説明願いた

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・電子顕微鏡の移設時期が決まっており、部屋の改修工事をその

時期に合わせる必要があった。 

 

 

・金属材料研究所内で過去の工事実績がある業者の中から選定し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本業務は、片平団地において低乱風洞実験棟（ＲＣ造、地上２

階建、延床面積約 1,571 ㎡）の改修に伴う建築実施設計業務であ

る。難易度は、通常実施している一般的な設計業務と同等であ

る。 

 

本業務を委託するに当たり、簡易公募型プロポーザル方式により

令和４年２月１４日付け公示を行い、㈱相和技術研究所、㈱日総

建、㈱綜企画設計、㈱ＲＹアーキテクツ、㈱八洲建築設計事務

所、㈱伊藤喜三郎建築研究所、㈱エーシーエ設計の７者から参加

表明書の提出があった。 

建設コンサルタント選定委員会において、技術提案書の提出を求

める者を選定するため、『１．技術提案書の提出者の能力』、

『２．担当予定技術者の能力』について審議を行い、（株）相和

技術研究所、（株）日総建、（株）綜企画設計、（株）伊藤喜三郎

建築研究所、（株）エーシーエ設計の５者から技術提案書の提出

を求めることとした。 

その後、４者（１者辞退）から技術提案書の提出を受け、選定委

員会において、『３．業務の実施方針』、『４．課題についての提

案』について審議を行った。 

その結果、優れた提案を行い高い評価を得た(株)相和技術研究所

を、本業務を遂行できる唯一の委託業者として特定した。 

 

・プロポーザルの評価状況については、プロポーザルの審査結果

を説明した。 

 

 

見積者名 
第１回

（円） 

第２回

（円） 

第３回

（円） 

第４回

（円） 

(株)相和技術研

究所 
15,440,000 9,800,000 9,400,000 9,300,000 

 

・予定価格（見積書比較価格）  9,339,000 円 

 

㈱相和技術研究所に決定 
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・選定委員会の構成メンバーを教え

ていただきたい。 

 

 

・各委員が評価した点数をどのよう

に審査結果に反映させているのか教

えていただきたい。 

 

 

 

（５）一般競争方式 

 

【（青葉山４）本館空調設備等改修

設計業務】 

 

・設計の難易度含め、契約及び設計

の概要を説明願いたい。また、契約

から履行期限までの期間についても 

説明願いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・空調工事改修という一般的な業務

だが、１者入札であった理由として

考えられる事項を説明願いたい。 

 

 

・機器構成の変更を要するとのこと

だが、あまりこうした設計業務はな

いのか教えていただきたい。 

 

 

 

 

・一般競争にするか随意契約にする

かは金額で決まっているのか教えて

いただきたい。 

契約月日：令和４年４月１４日 

履行期限：令和４年７月２９日 

 

 

・委員長が施設部長、委員が施設部の次長・各課課長、学識経験

者（学部の教員等）から構成されている。 

 

 

・各委員が評価した点数の平均値を採用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本業務は、青葉山４団地の本館において、老朽化した既設空調

設備（直火焚二重効用吸収式冷温水発生器(Ａ重油）、多管式貫流

ボイラー (Ａ重油）等）の更新のための設備設計を行うものであ

る。単純な機器更新ではなく、機器構成の変更を要する内容であ

る。 

 

 

入札者名 第１回（円） 第２回（円） 

㈱東北開発コンサルタント 9,980,000 9,000,000 

 

・予定価格（入札書比較価格） 9,895,000円 

 

㈱東北開発コンサルタントに決定。 

 

契約月日：令和４年１２月１６日 

履行期限：令和５年 ５月１９日 

 

 

・単純な機器更新ではなく、機器構成の変更を要する設計であ

る。設計事務所において年度末に実施する業務が多数あることか

ら、担当技術者を確保できなかったと考えられる。 

 

 

・一般的な建物全体の改修ということであれば、システムはあま

り変わらないが、今回の本館空調設備に関しては、機器の老朽化

に加えて、省エネを図りたいというユーザーの要望からシステム

構成を変更する必要があり、通常の改修設計とは異なる内容とな

っている。 

 

 

・500万以下は随意契約、500万円を超えたものは技術力の必要性

に応じて、一般競争方式もしくはプロポーザル方式を実施してい

る。 
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・設備改修設計は業者が集まりにく

いのか教えていただきたい。 

 

 

 

 

（６）随意契約方式 

 

【（星陵）メディカル・メガバンク

棟２階空調設備更新設計業務】 

【（星陵）メディカル・メガバンク

棟冷凍保管庫電源増設設計業務】 

 

・見積徴収業務選定基準及び１者か

らのみ徴収とした理由を説明願いた

い。 

 

 

 

 

 

 

 

・見積合わせが不要な金額はいくら

か教えていただきたい。 

 

 

・何社かの設計業者にヒアリングをしたところ、本学以外にも自

治体や民間からの発注が同時期に多数あり、タイミング的に技術

者の確保ができないとの回答が多くあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・文部科学省における設計・コンサルティング業務（建築設備設

計）に係る一般競争の参加資格の認定を受けている業者の中か

ら、仙台市内に拠点を持ち本機構での打合せ等に迅速に対応でき

ること、加えて、本機構が指定する条件で設計業務を行うことが

できる最寄りの業者を選定した。 

契約事務取扱細則及び契約業務マニュアルにより、本業務は見

積合わせが不要な金額であることから、１者からのみ見積書を徴

収した。 

 

 

・予定価格が 150 万円以下の場合である。 

 

 

 

 


